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研究成果の概要（和文）：わが国の診断エラーの基盤研究を構築すべく下記3つの研究を実施した。1.判例デー
タベースを用いた医療訴訟の診断エラーの検討. 2.医師個人の診断エラー自己省察に基づく要因分析. 3.インタ
ーネット調査を用いた医師の診断エラー実態調査.上記により、わが国で初めて診断エラー関連訴訟の割合が39.
3%である事を示した。これにより医療安全の向上に結びつく基盤研究とする事ができた。

研究成果の概要（英文）：We conducted three studies to establish a fundamental study on diagnostic 
errors in Japan.
1. Examination of diagnostic errors in medical litigation using case database (2017-2018). 2. Factor
 analysis based on self-reflection of diagnostic errors of doctors (2018-2019). Diagnostic error 
fact-finding (2019).
These results indicated that the proportion of lawsuits related to diagnostic errors was 39.3%, for 
the first time in our country. We also found that doctors in internal medicine, surgery, and 
emergency departments are likely to encounter medical litigation in diagnostic error medical 
litigation, and it is easy for diagnostic errors to occur in small hospitals, night zones, and 
outpatient clinics. It could be basic research that leads to the improvement of safety in Japan.

研究分野：医療安全

キーワード： 診断エラー　医療の質　医療安全　誤診　医療訴訟　診断学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
医師の診断エラーに関して米国では年間4-12万人が死亡し、総医療費の約30％の損失があると報告され、診断エ
ラーは医療安全上の最重要課題となった。わが国では医師の診断エラーの研究は医師の診断に関する負の印象を
もつ内容である事から殆どなされて来ていない。しかし、医療サービスの受け手である患者側の視点で、医療の
安全と質の向上こそ重要であり、医師の診断エラー研究は極めて重要である。私たちはわが国で初めて医師の診
断エラーの関連要因を解明に取り組み、極めて日常的な頻度で起こりうる事、また医療の人的・経済的・安全的
にインパクトをもつことを試算することを成功した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
 

医療過誤は、有害事象・システムエラー・診断

エラーの要素が主に挙げられる。診断エラー

は診断の遅延、診断の誤り、診断の見逃しの３

つ定義される(Graber, et al. Arch Intern Med. 

2005)。米国では診断エラー研究が先進的に取

り組まれており、救急の現場で 10 例中 1例に

診断エラーが起き、約 1000 例中 1例に命に関

わる致命的診断エラーが発生し、年間 4-12 万人(米国)が診断エラーによって死亡して

いると推計されている(McDonald KM, et al. Ann Intern Med. 2013). この他、米国の年

間の死亡原因は心疾患、悪性腫瘍に続いて、第三位が診断エラーを含む全医療過誤であ

ると発表され医療者・患者双方に極めて大きなインパクトを与えた(Daniel et al, BMJ. 

2016)。関連する医療費研究では、診断エラーによる不必要な検査や治療、死亡等によ

って発生する経済的損失は年間国民医療費の約 30％に及ぶと試算されている(NAM 

report, 2015)。また ECRI 研究所（旧緊急医療問題調査研究所）の報告（2018）による

と、将来の医療安全領域の問題で解決しなければならない問題の第1位として診断エラ

ーが挙げられ、医療界の近未来の解決すべき最重要課題である。このように医師の診断

エラーは患者の生命に直結し、医療経済的にも医療安全的にも医療の根幹にかかわる世

界的な課題となっている。一方で、わが国の医師の診断エラーの実態調査はほぼ見当た

らない。診断エラーが起きる要因分析に関するわが国の研究は乏しく、世界的動向をふ

まえると看過できない状況にあった。 



２．研究の目的 

本研究の目的は、医師の診断エラーの要因分析、特に医師個人の要因を明らかにする。 

1.医療訴訟判例から、診断エラーによる医療過誤・医療事故の特性を明らかにする。 

2.インターネット調査により、医師個人の診断エラーの実態とその頻度を明らかにする。 

ことを目的とした。 

３．研究の方法 

研究の手法は下記の２つを用いた。 

平成 29年度：医療訴訟判例を用いた、診断エラーによる医療過誤・事故の特性の検討 

医療訴訟判例を用いて、診断エラーに起因するものとそれ以外に起因するものと比較を

行い、診断エラーによる医療過誤・事故の特性や背景要因の相違を明らかにすることと

設定した。 

平成 30年度̃31年度：医師個人の診断エラーの実態に関するインターネット調査 

医師個人の診断エラーに関するインターネット調査を実施。対象は 2年間計 2000 人と

することとした。 

４．研究成果 

① 判例データベースを用いた医療訴訟の診断エラーの検討(2017-2018年度):  

応募者は裁判判例データベース（Westlaw Japan 社）の訴訟判例 22 万例のうち 1961年

1月から2017年7月までの解析対象医療訴訟1802判例の抽出に成功した。その中から、

診断エラー関連医療訴訟は 709 例(39.3%)であった。非診断エラー医療訴訟(1093 例)

との比較では、診断エラーは特に内科(オッズ比OR 1.42)、外科(OR 1.55)、救命救急科

(OR 2.84)の医師が他の診療科と比較して診断エラーによる医療訴訟に有意に遭遇しや



すい事が明らかになった。また診断エラーに寄与する環境要因を調べた結果、100 床未

満の小規模病院(OR 1.29)、17 時以降の夜間帯(OR 1.26)、救急外来(OR 5.88)や一般外

来診察室(OR 2.87)で有意に診断エラー関連医療訴訟へ発展していた。これらの診断エ

ラー関連訴訟へのリスク因子は我が国で初めて数的検証により明らかにされた画期的な

内容であり現在 PLOSONEで査読中である。 

 

② 医師個人の診断エラー自己省察に基づく要因分析(2018-2019年度)： 

応募者は岡山大学、広島市民病院、東京 JAMEP、松江生協病院、関東労災病院におい

て質問指標を用いて、医師個人の省察(質問紙表)に基づく診断エラーの解析を行なった

(回収率 88%、130 人の医師から同意を得た)。解析結果では医師が初診患者で診断エラ

ーを起こす割合は100例中約 10% (IQR5-15)程度と我が国で初めて見積もられた、医療

機関における診断エラー遭遇場所では救急外来(47.7%)、一般外来(28.9%)、病棟

(14.1%)の順で高かった。また診断エラーの原因の割合として認知バイアス(34.6%)、情

報要因(27.8%)、状況要因(27.2%)と続き、３つの分類の中で特に認知バイアスの影響が

診断エラーの最大の要因であることも我が国で初めて明らかとなった。この研究成果は

現在へ投稿中である。 

 

③ インターネット調査を用いた医師の診断エラー実態調査(2019年度)： 

日本最大の医師会員数を有する日経メディカル社の協力を得て、医師会員に対して診断

エラー症例に関するインターネット調査を実施し 2223名の医師から回答を得た。結果、

医師が診断エラーに遭遇する割合は約 5%、遭遇場所の 39.5%は初診外来であることが



判明した。一方で診断エラーの発生率は卒後年数や勤務施設規模などにおいて有意差は

ないことが明らかにし、医師の診断エラー予防対策と生涯教育の重要性が浮き彫りにな

った。 

既発表文献：英文査読誌 18 本 

筆頭国際学会発表：6演題 

1. Watari T, et al. Analysis of diagnostic errors and cognitive biases based on physician's self-reflection. Diagnostic 

Errors in Medicine. 12th International Conference, Washington, D.C, USA. 11/10-13, 2019 

2. Watari T, et al. Negative impact and back ground of diagnostic error on malpractice claims in Japan. Diagnostic 

Errors in Medicine. 12th International Conference, Washington, D.C, USA. 11/10-13, 2019  

以上のように、本研究助成に採択いただいたおかげで順調に研究を進めることができた

深く感謝申し上げる。 
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